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GW に大山に登ってきました。 

鍵掛峠―鳥越峠―駒鳥小屋―地獄谷―振子沢入口― 

小さな岩が左右のがけから残雪の上に転がっていた。 

ここで１２時近くになりお腹もぺこぺこ。春とは思え 

無い大量の雪の中で持っていったおむすびを食べた。 

これが実に美味しいのです。満腹です。 

 この頃になると天気も完全に回復し空は澄みきった青空になり残雪の白と新緑の緑と調和して本当に 

綺麗だった！ お腹も太ったところで、急勾配の残雪の中を頂上目指しスタートだ。 本格的なアイゼン 

を装着し、ピッケルを刺しながら 1 歩 1 歩確実にキック 

ステップで登った。最後の急勾配は 30 度以上はあろう 

か。足を滑らせると何十メートルも滑落する。特に慎重 

にステップを刻みピッケルを立て登る。象ｹ鼻―ユート 

ピア小屋―三鈷峰―上宝珠―下宝珠と、ここも残雪の中 

を下る。北壁をガラ、ゴロゴロ、石が崩れ落ちる音がし 

ていた。やっと 大神山神社まで下った。下山して大山寺から大山北壁を眺める。ゴールデンウイークの 

観光客が列をなしていた。大変な山行の後の満足感と達成感が湧いて来た。 
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1 日  17 火  

2 月  18 水  

3 火  19 木  

4 水  20 金  

5 木  21 土  

6 金  22 日  

7 土  23 月  

8 日  24 火  

9 月  25 水  

10 火  26 木  

11 水  27 金 中３月例テスト 

12 木  28 土  

13 金  29 日  

14 土  30 月 中１月例テスト 

15 日     

16 月     

南南南南シナシナシナシナ海海海海、、、、ベトナムベトナムベトナムベトナムとととと中国中国中国中国のののの船舶船舶船舶船舶がががが衝突衝突衝突衝突<<<<国際情勢国際情勢国際情勢国際情勢>>>>    

  2014 年 5 月 7 日、ベトナム外務省は南シナ海で、中国の船舶がベトナムの船舶に意図的に衝突してきたと発表、南シ

ナ海は緊張状態が続いている。南シナ海では 6 カ国・地域が領有権を主張しているが、（  ）に入る国はどれか、①～

④から選べ。 

【中国、台湾、ベトナム、（   ）、マレーシア、ブルネイ】 

① インドネシア  ② オーストラリア  ③ タイ  ④ フィリピン  

  2014 年 5 月 7 日、ベトナム外務省は南シナ海の西沙（パラセル）諸島付近で、中国の船舶がベトナムの船舶に意図的

に衝突してきたと発表。この付近では中国が 3 日から石油の掘削活動を開始しており、ベトナムは軍の艦船や警備艇を

派遣し抗議している。また、前日の 6 日には南沙（スプラトリー）諸島沖で中国漁船が違法操業したとして、フィリピンにだ

捕される事態も起きている。   10 日からミャンマーで行われた ASEAN（東南アジア諸国連合）の会議では、南シナ海で

の中国、ベトナムの事態の悪化に対し深刻な懸念を表明。中国との間で法的拘束力のあるルールなどを策定すべきとの

緊急声明が発表された。この一件からベトナムでは反中デモが暴徒化して外国企業に被害が出る事態に発展している。 

オバマオバマオバマオバマ大統領来日大統領来日大統領来日大統領来日<<<<政治政治政治政治／／／／経済経済経済経済>>>>    

2014 年 4 月 23 日、オバマ米大統領が来日し 24 日に日米首脳会談が行われた。25 日に発表された日米共同声明の内

容で間違っているものはどれか、①～④から選べ。 

① TPP に関する 2 国間による交渉は大筋で基本合意した。  ② 米国の日米安全保障条約の防衛義務は尖閣諸島

も適用される。  ③ 中国の防衛識別圏設定など東シナ海と南シナ海での緊張を高める行動に強い懸念を共有する。  

④ 日本の集団的自衛権の行使に関する日本の検討を米国は歓迎・支持する。  

  2014 年 4 月 23 日にオバマ米大統領が来日、24 日に日米首脳会談が行われた。TPP をめぐって日米がギリギリの交渉

を続けたため、共同声明は予定の 24 日から大幅にずれこみ、オバマ米大統領が韓国へ出発する直前の 25 日午前とな

った。  共同声明には、「日米安全保障条約に基づくコミットメント（関わり）は、尖閣諸島を含め、日本の施政下にあるす

べての領域に及ぶ」と明記された。また、中国の防空識別圏設定にも触れ、日米安全保障条約 5 条（日本の施政下にあ

る領域での武力攻撃について、日米が共通の危険に対処するように行動することを宣言する）が適用されるとした。 

 

 

 


